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スポーツ団体への補助金の交付について 

 

○スポーツ基本法第３４条 (地方公共団体の補助) 

第三十四条 地方公共団体は、スポーツ団体に対し、その行うスポーツの振興のため

の事業に関し必要な経費について、その一部を補助することができる。 

 

○スポーツ基本法第３５条 (審議会等への諮問) 

第三十五条 国又は地方公共団体が第三十三条第三項又は前条の規定により社会教

育関係団体（社会教育法（昭和二十四年法律第二百七号）第十条に規定する社会教育

関係団体をいう。）であるスポーツ団体に対し補助金を交付しようとする場合には、

あらかじめ、国にあっては文部科学大臣が第九条第二項の政令で定める審議会等の、

地方公共団体にあっては教育委員会（特定地方公共団体におけるスポーツに関する事

務（学校における体育に関する事務を除く。）に係る補助金の交付については、その

長）がスポーツ推進審議会等その他の合議制の機関の意見を聴かなければならない。

この意見を聴いた場合においては、同法第十三条の規定による意見を聴くことを要し

ない。 
 

【１】加古川市体育協会事業補助金（加古川市体育協会） 

１ 目的 

加古川市体育協会は、27種目協会が加盟しており、約 13,000人の会員を有する加古川

市を代表するスポーツ団体である。本会は、スポーツの普及や競技スポーツの強化等を図

ることにより、市民のスポーツ振興に務め、明るく豊かな市民生活の形成に寄与すること

を目的としている。本会の事業を補助することにより、市民のスポーツ活動を向上させる

ための効果が期待できる。 

 

 

 

２ 令和４年度事業内容 

 （１）予算（案）及び財源 

事 業 費 
財 源 内 訳 

市補助金 団体経費 

2,023千円 1,821千円 202千円 

 

 （２）事業内容 

協会が行うスポーツの普及・振興を目的とする事業 

●種目協会支援事業費（1,435千円） 

年間を通じて、各種目協会が行う市民大会等を支援する。 



 

●健康・体力づくり事業費（260千円） 

市民の健康づくり、体力づくりの推進を図るため、種目協会を通して、市民が 

誰でも気軽に参加できるスポーツ体験イベントを開催する。 

事業を実施する種目協会に、予算の範囲内で補助する。 

●表彰育成事業費（240千円） 

体育功労者及び優秀選手・チームの顕彰事業を行なう。 

●国体出場者等激励会費（88千円） 

当該年度に開催される国民体育大会に出場する加古川市在住の選手、監督を 

励ます激励会を開催する。 

 

～加古川市体育協会について～ 
 

◆活動内容：加古川市体育協会は、昭和 16年に設立し、現在、27種目のスポーツ協会が加

盟し、スポーツの普及・振興、競技スポーツの強化等を図り、加古川市の明

るく豊かな市民生活の形成に寄与することを目的に活動している。 

令和２年度に創立 80周年を迎え、これまでに市民の健康づくりをテーマとし

た健康・体力づくり事業や平成元年より開催している加古川カップ綱引大会

などを実施しており、広く市民に対してスポーツに親しむ機会を提供してい

る。 

◆会 員 数：約 13,000名 

◆種目協会：27種目協会 

加古川野球協会、加古川市陸上競技協会、加古川ソフトテニス協会、加古川市バレーボー

ル協会、加古川ソフトボール協会、加古川市バスケットボール協会、加古川バドミントン

協会、加古川市柔道協会、加古川市剣道連盟、加古川市空手道協会、加古川山岳協会、加

古川市少林寺拳法協会、加古川市卓球協会、加古川市家庭バレーボール協会、加古川市サ

ッカー協会、加古川市ママさんバレーボール協会、加古川市テニス協会、加古川水泳協会、

加古川市ハンドボール協会、加古川市ゲートボール協会、加古川市なぎなた協会、合気道

加古川市連盟、加古川市ボクシング協会、加古川ボート協会、加古川ラグビー協会、加古

川市グラウンドゴルフ協会、加古川市ゴルフ協会 

◆種目協会大会数：約 150事業（令和３年度実績）  



◆体育協会主な事業：健康・体力づくり事業、体育功労者・優秀選手表彰、国体出場者激

励会、加古川カップ綱引大会 



加古川市体育協会事業補助金交付要綱 

                            
令和３年４月１日 
市民協働部長決定 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、市民のスポーツ振興及び豊かな市民生活の形成に寄与する

ため、スポーツの普及、競技スポーツの強化等を図る加古川市体育協会（以下

「協会」という。）に対して加古川市体育協会事業補助金（以下「補助金」と

いう。）を交付することについて、加古川市補助金等交付規則（昭和61年規則

第30号）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものである。 

（補助金の種類等） 

第２条 補助金の種類、範囲、補助率及び額は、別表に掲げるとおりとする。 

（補助金の交付） 

第３条 市長は、協会からの請求に基づき補助金の額を確定した後において、補

助金を交付する。ただし、市長が事業の遂行上必要があると認めるときは、補

助金の額の確定前であっても補助金を交付することができる。 

２ 天災地変その他の事情等により、やむを得ず事業等が中止又は延期となった

場合であっても、開催準備等に要する経費について市長が必要であると認める

ときは、補助金を交付することができる。 

 （暴力団等の排除） 

第４条 この事業実施にあたっては、兵庫県暴力団排除条例及び加古川市におけ

る暴力団の排除の推進に関する条例（平成24年条例第1号）の趣旨を尊重する。 

 （補則） 

第５条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は市長が別に定める。 



附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

２ この要綱は、令和６年３月３１日限り、その効力を失う。 

 

別表（第２条関係） 

補助金の種類 

性質 事業費補助 

目的 

スポーツの普及、競技スポーツの強化等を図

ることにより、市民のスポーツ振興及び豊か

な市民生活の形成に寄与するため。 

補助金の範囲 

対象となる者 加古川市体育協会 

対象となる経費 

 

加古川市体育協会事業の以下の事業経費 

種目協会支援事業、健康・体力づくり事業、 

表彰育成事業、国体出場者激励会 

補助金の 

補助率及び額 

補助率 補助対象経費の９／１０以内 

補助金の額 予算の範囲内とする。 

 

 



  
 

加  古  川  市  体  育  協  会  規  約 

 

   第 １ 章   名 称             

第１条 本会は加古川市体育協会という。 

 

   第 ２ 章   事  務  局 

第２条 本会は事務局を加古川市市民協働部スポーツ・文化課内に置く。 

 

   第 ３ 章   目 的             

第３条 本会は運動競技及び身体運動を振興して市民の健全な発達と明るく豊かな市民生活の育 

成に寄与することを目的とする。 

 

第 ４ 章   事 業             

第４条 本会は第３条の目的を達成するため次の事業を行う。 

⒈ スポーツに関する調査研究並びにスポーツにたずさわる者の健康を管理すること。 

⒉ スポーツに関する各種行事の実施並びに各種競技会を開催すること。 

⒊ スポーツに関する相談並びに指導奨励のこと。 

⒋ スポーツ団体の強化発展と相互の連絡融和を図ること。 

⒌ その他、本会の目的達成に必要なる事業を行うこと。 

 

第 ５ 章   加盟団体及び加盟並びに脱退 

第５条 本会は次に掲げるものを加盟団体とする。 

⒈ 市内における各種目別アマチュアスポーツ団体。 

⒉ 学校体育連盟は本会の組織単位として認める。 

第６条 本会に加盟しようとする団体は理事会及び評議員会の承認を経なければならない。 

第７条 加盟団体が脱退、休会及び復会しようとするときはその理由を付して届出書を提出し、 

理事会及び評議員会の承認を経なければならない。 

但し、加盟団体が第５条の資格を失ったとき又は加盟団体として不適当と認めたときは

理事会及び評議員会の承認を経て脱退させる。 

 

第 ６ 章   会 計             



第８条 本会の経費は次に掲げるものをもって支弁する。 

⒈ 加 盟 金                                             

２. 賛 助 会 費           

⒊ 市又は公共団体から交付せられた補助金及び委託金    

⒋ 寄 付 金           

⒌ その他の収入 

第９条 本会の会計年度は毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終る。 

第10条 本会の予算は会計年度開始前に会長が編成し役員総会の承認を経ることを要し、決算は 

会長が編成し会計年度終了後監事の監査を経た上これを役員総会に報告し、その承認を

経ることを要す。 

 

第 ７ 章   役 員             

第11条 本会に次の役員を置く。 

会   長    １  名 

副  会  長    若干名         

理  事  長    １  名 

理   事     20名以内 

評  議  員    第12条による  

監   事         ３  名 

第12条  加盟団体は団体ごとに各１名の評議員を選任する。 

⒉  前項の規定によって選任された評議員が会長、副会長、理事又は監事に就任したときは 

評議員の資格を失う。この場合には前項の規定に従いその者の属していた加盟団体ご

とにこれに代る評議員を選任する。 

第13条  会長は評議員会において推挙する。 

⒉  会長は本会を代表し会務を統理する。 

第14条  副会長は評議員会において推挙する。 

⒉ 副会長は会長を補佐し、会長事故あるときはその職務を代行する。 

第15条  理事は評議員会において選出する。 

⒉ 理事は理事会を組織して本会の会務を執行する。 

第16条 理事長は理事会において互選で定める。 

⒉ 理事長は理事会の決議に基き会務を掌理する。 

第17条 監事は評議員会において選出する。 



⒉ 監事は会計を監査する。 

第18条 役員の任期は２か年とする。但し、再任を妨げない。補欠役員の任期は前任者の残任期    

間とする。 

 

第 ８ 章   職 員             

第19条 本会に会務を処理するために事務局長１名、主事及び書記若干名をおくことができる。 

⒉ 事務局長、主事及び書記は理事長の推せんにより、理事会の承認を経て会長が任命す

る。 

⒊ 事務に関する必要な事項は会長が別に定める。 

 

第 ９ 章   顧問及び参与並びに賛助会員 

第20条 本会には名誉顧問及び顧問若干名を置くことができる。 

⒉ 名誉顧問及び顧問は理事会の議決を経て会長が委嘱する。 

⒊ 名誉顧問及び顧問は会長及び理事会の諮問に応じる。 

第21条  本会には参与若干名を置くことができる。 

⒉ 参与は理事会の議決を経て会長が委嘱する。 

⒊ 参与は理事会の諮問に応じる。 

第22条 本会の目的達成に賛意を表し積極的に本会に参加しようとする法人、又は個人を特に賛 

助会員として加入を認めることができる。 

⒉ 賛助会員について必要な事項は理事会の議決を経て会長が別に定める。 

 

第 10 章   会 議             

第23条 役員総会は、会長、副会長、理事長、理事、評議員、監事をもってこれを組織する。 

  ⒉ 役員総会は会長が招集し、本会の予算及び決算、その他重要事項を審議する。 

第24条 評議員会は会長が招集し、理事長が議長となる。ただし理事会の議決により要請のあっ 

た場合は、評議員会を開かねばならない。 

⒉ 評議員会は本会の運営に関する重要事項を審議する。 

第25条  理事会は会長、副会長、理事及び監事をもって組織する。 

⒉  理事会は、必要に応じ会長の命により理事長が招集し、重要なる会務並びに評議員会よ 

り委任せられたる事項を審議執行する。 

第26条  役員総会及び評議員会は、評議員の２分の１以上の出席がなければ開催することはでき 

ない。ただし委任状は認める。 



⒉ 会議の議決は出席者の過半数をもって定める。 

 

第 11 章   専 門 委 員 会                                       

第27条 本会は評議員会の議決を経て各種専門委員会を設けることができる。 

第28条 各種専門委員会はそれぞれの所管する事項に関しては、決定及び実施の権限を有する。 

但し、各種専門委員会の事業実施の基本方針については理事会の承認を経なければならな 

い。 

第29条  各種専門委員会について必要な事項は理事会の議決を経て定める。 

 

第 12 章   規 約 の 変 更             

第30条 本規約は理事会及び評議員会おのおのの現在数の３分の２以上の同意を経なければ変更 

することができない。 

 

第 13 章   細 則             

第31条 本規約の施行についての細則は理事会の議決を経て別に定める。 

 

 附  則 

⒈ この規約は昭和４４年１月１日より施行する。 

   附  則 

⒈ この規約は昭和５２年４月１日より施行する。 

   附  則 

⒈ この規約は昭和６１年４月１日より施行する。 

   附  則 

⒈ この規約は平成７年４月１日より施行する。 

   附  則 

⒈ この規約は平成１１年４月１日より施行する。 

   附  則 

⒈ この規約は平成１９年４月１日より施行する。 

   附  則 

⒈ この規約は平成２１年４月１日より施行する。 

   附  則 



⒈ この規約は令和２年４月１日より施行する。 

附  則 

１．この規約は令和３年４月１日より施行する。 

 



団体名

1 加古川野球協会

2 加古川市陸上競技協会

3 加古川ソフトテニス協会

4 加古川市バレーボール協会

5 加古川ソフトボール協会

6 加古川市バスケットボール協会

7 加古川バドミントン協会

8 加古川市柔道協会

9 加古川市剣道連盟

10 加古川市空手道協会

11 加古川山岳協会

12 加古川市少林寺拳法協会

13 加古川市卓球協会

14 加古川市家庭バレーボール協会

15 加古川市サッカー協会

16 加古川市ママさんバレーボール協会

17 加古川市テニス協会

18 加古川水泳協会

19 加古川市ハンドボール協会

20 加古川市ゲートボール協会

21 加古川市なぎなた協会

22 合気道加古川市連盟

23 加古川市ボクシング協会

24 加古川ボート協会

25 加古川ラグビー協会

26 加古川市グラウンドゴルフ協会

27 加古川市ゴルフ協会

加古川市体育協会加盟団体一覧表



 
 

 

コロナ禍のスポーツ実施状況に関するアンケート調査 

実施要領（案） 

 

 

１  調査目的    

新型コロナウイルス感染症の流行で未曽有の危機に直面する中、市民のスポ

ーツ参画状況や意識がどのように変化したかについて調査し、今後 with コロ

ナ社会において、スポーツを推進するための参考とすることを目的とする。  

 

２  調査対象   

市民 

 

３ 調査期間     

令和４年６月〇日（〇）から令和４年７月〇日（〇） 

 

４ 調査概要 

  コロナ禍におけるスポーツ実施状況の変化や、 

健康・スポーツに対する考えや意見（別紙アンケート用紙参照） 

 

５ 調査方法 

・市内施設に調査票とアンケート箱を設置し回収する。 

・市ホームページにアンケート回答フォームを開設する。 

※無記名とする 

 

（アンケート用紙設置場所） 

・市役所（新館１階ロビー、スポーツ・文化課） 

・市内公共施設（加古川ウェルネスパーク、市民交流ひろば、加古川図書館、

中央図書館、人権文化センター、海洋文化センター、総合文化センター、加

古川スポーツ交流、漕艇センター、武道館、加古川運動公園陸上競技場、志

方体育館、総合体育館、日岡山体育館） 

・NPO法人加古川総合スポーツクラブ 

 

（周知媒体） 

市ホームページ、加古川市公式 SNS（Facebook・LINE・Twitter） 

 

６  調査結果   

 第２回審議会（９月開催予定）にて報告。 
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質問１ あなたの年齢をお答えください。     次の中からあてはまる番号 1つに○印をつけてください。  
 

１ ２０歳未満 ２ ２０歳～２９歳 ３ ３０歳～３９歳 

４ ４０歳～４９歳 ５ ５０歳～５９歳 ６ ６０歳以上 

 

質問２ あなたは、新型コロナウイルス流行後（※概ね令和２年２月以降）どのくら
いスポーツ（運動）を行っていますか。     ※スポーツ（運動）には、意識して体を動かすことも含みます。 
（例：駅まで歩く、動画配信サイトを観ながらの運動なども含む。）     次の中からあてはまる番号 1つにそれぞれ○印をつけてください。  

 

１ 週に３日以上 ２ 週に１日程度 

３ 月に１日程度 ４ 年に数日 

５ コロナ流行後にまったく行わなくなった ⇒質問３～５、８へ 

６ コロナ流行前からまったく行っていない ⇒質問８へ 

質問３ 新型コロナウイルス流行前と流行後で、スポーツ（運動）を行う回数に変化
はありますか。 

 

１ 増えた ２ ほとんど変わらない ３ 減った 

質問４ 新型コロナウイルス流行前と流行後で、スポーツ（運動）を行う意欲に変化
はありますか。 

 

１ 高くなった ２ ほとんど変わらない ３ 低くなった 

質問５ 新型コロナウイルス流行後、スポーツ（運動）を実施するにあたっての阻害
要因はありますか。 
次の中からあてはまる番号すべてに○印をつけてください。 

 

１ 新型コロナウイルスへの感染不安 ２ 公園や施設等の利用制限 

３ チーム（団体）の活動が中止になった ４ 世間の目 

５ 所得減少による影響 ６ 大会の延期や中止 

７ 一緒にスポーツをする人がいない ８ 特に阻害要因はない 

９ その他（            ）  

コロナ禍のスポーツに関するアンケート 加古川市 
１．あなた（回答者）のこと  
２．スポーツ実施状況などについて 
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質問６ 新型コロナウイルス流行後、新たに始めたスポーツ（運動）はありますか。 
    次の中からあてはまる番号すべてに○印をつけてください。 
 

１ ウォーキング（散歩） ２ ランニング（ジョギング） 

３ ストレッチ ４ ヨガ 

５ 筋力トレーニング ６ スイミング 

７ ゴルフ ８ ラジオ体操 

９ 特に始めていない 10 その他（           ） 

質問７ 新型コロナウイルス流行後、どのような感染症対策を行いながらスポーツ
（運動）を実施していますか。     次の中からあてはまる番号すべてに○印をつけてください。 

 

１ 三密を避ける。 

２ マスクやフェイスシールド、マウスシールド等を着用する。 

３ 自宅で行えることを中心に実施する。 

４ 公園や施設は人が少ない時間帯に利用する。 

５ その他（                            ） 

質問８ スポーツ（運動）に関してご意見やご要望がありましたら、ご自由にお 
書きください。 

 

 

 

 

これでアンケートは終了です。ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



部活動の地域移行化に向けて
～令和４年度実施 試行プランについて～



合同部活動方式 スポーツ施設利用プラン

加古川市のスポーツ施設（加古川運動公園陸上競技場）に複数校
の生徒たちが集まり，合同で地域部活動に参加する。



活動内容
部活動
陸上部

会場
加古川運動公園陸上競技場

開始時期
令和４年度 ２学期末頃を予定

回数
月１回程度

指導者
陸上関係の指導者
４名程度（社会体育指導者・現役アスリート等）

※働き方改革からの部活動地域移行の試行であるため
R4プランには現役教員を含まない。

対象校（R4）
両荘中・神吉中・志方中

R５年度以降
令和４年度の取組を踏まえ、
対象校・種目を拡充

＜課題＞
指導者の確保
教職員の兼職兼業



その他

・指導者が欠席者を把握できる
システムを検討する。

・学校と切り離して考える。
（練習着・ヘルメット等、ルールは地域部活動で検討）

・練習時以外の生徒間トラブル
について、顧問と指導者は責
任を負わない。

・送迎については家庭の判断と
する。

・活動中の怪我や往復中の事故
を想定し、保険加入する。

（試行期間は市が負担）

メリット

選定理由

・試合会場となる場所で，本番
を想定した練習ができる。

・専門的な指導を受けることが
できる。

・怪我のリスクが少ない。

・市内全中学校にある部活動。

・指導者の確保の可能性が高い。

・複数校での練習であるため、
自己ベストを目指す個人競技
を選定した。



休日の部活委託検討 金銭負担・指導者確保に課題
産経新聞 2021/10/８（夕刊）

日本スポーツ協会が今年７月に発表した調査結果によると、全国の約２千人の中学校教員のうち、休日の部
活動を「地域人材に任せたい」と回答した割合は４５・６％。部活動に関する民間の調査の中には７割以上の
教員が「負担を感じている」と回答したケースがあるなど、部活動が教員の働き方改革を阻害しているとの指
摘は根強い。

文科省ではこうした教員の負担を踏まえて昨年、部活動改革の概要を公表。主に中学校の部活動を対象に、
休日に関しては「地域移行」との表現で、外部委託を進める方針を示した。

既に一部の中学校では、外部委託が始まっている。茨城県つくば市では中学校２校で、平日を含めた週に２
日程度、地域のスポーツクラブが部活を指導する。同市教育委員会は「教員が部活動に毎回携わる必要が無く
なるため、負担軽減につながっている」としている。一方で課題も多い。外部委託で、保護者には新たな金銭
的負担が生じるからだ。また、地域によっては外部委託が可能な人材を見つけることが困難な場合もある。同
市教委も「来年度も対象校を増やしたいが、現状でどの程度増やすことができるかは不透明だ」という。部活
動はあくまで公教育の一環で、家庭の金銭的事情や地域性によって、生徒の「機会の平等」が奪われるようで
は本末転倒となる。同市教委は「新たな負担や教員以外の指導者が入ることに関し、保護者との綿密な合意形
成が必要なのではないか」と指摘する。さらに、部活動中の事故などに関する責任の所在や地方大会の運営の
手法を整理する必要があるなど、検討項目は多岐にわたる。この日の検討会議では教員の負担軽減を進める方
向性に肯定的な意見が出た一方、「子供の視点に立った検討が必要だ」との指摘もあった。

教員の「働き方改革」を進めるため、スポーツ庁が中学校の休日の部活動の外
部委託に向けた検討を始めた。文部科学省が昨年、令和５年度以降に休日の部活
動の外部委託を進める方針を示していて、７日に初会合を開いた同庁の検討会議
が４年７月をめどに提言をまとめる。ただ、保護者の新たな金銭的負担が生じる
可能性が高いほか、地域によっては指導者の確保が難しいといった課題があり、
文科省の方針がどの程度達成できるかは不透明だ。

５月に変更



朝日新聞デジタル

全中、部活以外のチームも参加可能に
プロユースや民間クラブに門戸
2022年3月10日 6時30分

全中は現在、中体連に加盟する学校単位での参加を原則としており、出場選手は部活に所属していることが

前提になる。だが、少子化が進むなか、野球やサッカーなどの団体競技を中心に、一つの学校では大会出場に

十分な人数が集まらず、複数校で合同チームを組むケースが増えている。

Bリーグが力を入れる子ども集め 地方では一人も集まらず処分例も

中体連によると、今回の変更で、サッカーJリーグなどプロクラブの下部組織や町クラブが、全中に出場で

きるようになる。部活とクラブの二重登録の取り扱い、試合の公平性を維持するための具体的な要件などは6

月までに提示する予定だ。都道府県や市町村によっては、試験的に来秋の新人戦から、部活以外のチームが参
加する可能性があるという。

担当者は「時代の流れのなかで門戸を開く必要があるとの認識で一致した。実際にどれほどのクラブが出場
を希望するかふたをあけてみないと分からないが、準備を進めていきたい」と話した。

（

連合チームで練習試合に臨む三重県の石

薬師高と四日市四郷高の部員たち=2020

年7月5日）

日本中学校体育連盟（中体連）は2023年度から全国中学校体育大会（全中）に

ついて、学校単位だけでなく、民間のクラブや団体としても出場できるよう、参

加要件を緩和する方針を決めた。4日の理事会で承認され、9日に各都道府県に通

知された。スポーツ庁が少子化や教員の負担軽減への対策から、部活動を総合型

スポーツクラブなどへ移行すべく議論している中で、中体連は要件の緩和を求め
られていた。



スポーツ庁が主導する公立中学校の運動部活動改革で、具体的な方策や課題をまとめる有識者
会議の提言の素案が２５日、判明した。休日の部活動指導を民間スポーツ団体などに委ねる「地
域移行」について、２０２３～２５年度を「改革集中期間」と位置付け、同年度末までに全国で
達成すると目標を掲げる。地域移行に伴って生徒がスポーツ団体に会費を払うことも明記し、保
護者の理解を得るよう努めることも求める。

有識者会議は提言案の細部を詰め、５月に取りまとめる予定。地域移行は、少子化で危機に陥
っている部活動の存続、土・日曜や祝日も指導に携わっている顧問教員らの負担軽減が狙い。総
合型地域スポーツクラブや小学生向けスポーツ少年団などが学校に指導者を派遣したり、校外の
練習拠点に生徒を集めたりする形を目指す。既に一部のモデル校で移行が始まっている。

有識者会議は、離島や山間部といった特殊事情のある地域を除き、全国の自治体や関係団体の
調整を一気に進める必要があると判断して、期限の目安を設定する。各都道府県が推進計画を策
定し、それに基づいて市区町村も計画を立てるよう、国に規定を設けることを求める。都道府県
には進捗の度合いを定期的に調査し、課題のある市区町村に対して指導してもらう。体制が整い
やすい地域には、平日の移行も進めるなど柔軟な運用を推奨する。

また、生徒が学校側に払う部費に加えて新たな負担が発生するため、施設利用料の減免、経済
的に困窮する家庭への補助、企業の寄付などの解決案を示す。

中学部活「２５年度までに委託」
有識者会議素案「休日は民間」顧問負担減

読売新聞 2022/4/26



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

スポーツ
推進審議会

●5/12（木）
　第1回審議会

●第2回審議会

スポーツネット
ワーク委員会

関係

●6/9（木）
　第1回ＮＷ会議

●カーニバル実行委
　員会（第1回）

●カーニバル実行委
　員会（第2回）

●カーニバル実行委
　員会（第3回）

●10月上旬
　 第2回ＮＷ会議
●カーニバル実行委
　員会（第4回）

●11/3（木・祝）
　第10回加古川スポー
　ツカーニバル

●12月上旬
　 第3回ＮＷ会議

体育協会関係

●4/12（火）
　評議員会（第1回）
●4/20（水）
　理事会（第1回）

○表彰者案内
●5/21（土）
　体育協会総会

○健康・体力づくり事
　 業　前期　〆切

●評議員会（第2回）
●理事会（第2回）
●国体出場者激励会

○健康・体力づくり事
　 業  後期　〆切

●2/25（土）
　綱引大会前日準備
●2/26（日）
　加古川カップ綱引大
　会 ●表彰委員会

スポーツ
推進委員関係

●4/９（土）
　 第1回定例会

●5/13（金）
　チームパラスポーツ
　研修部
●5/27（金）事業部会

●広報部会
●スポーツライフセ
　ミナー

●8月上旬
　 実技研修会
●事業部会
●スポーツライフセ
　ミナー

●第1回運営委員会
●スポーツライフセ
　ミナー

●10月上旬
　 第2回定例会

●広報部会 ●広報部会
●3月上旬
　 第2回運営委員会

その他

●7.月下旬
　市民レガッタ（ワール
ドマスターズゲームズ
オープン競技）

●8/21（日）
　かこパラスポーツ
　王国

●11/12（土）、13（日）
　加古川ツーデーマー
チ

●12/18（日）
　加古川マラソン大会

スケジュール（案）（令和４年度）

健康・体力づくり事業 前期実施 健康・体力づくり事業 後期実施



加古川市スポーツ推進計画　体系図　

【具体的施策】

①幼児を対象とした運動遊びの充実

②学校におけるスポーツ活動の充実

【具体的施策】

①スポーツとの多様な関わり方の提案

②ライフスタイルに合わせたスポーツ情報の提供

【具体的施策】

①競技スポーツ選手のスポーツ環境整備

②競技スポーツ指導者の育成・確保

いつまでも住み続けたいウェルネス都市 加古川

市民だれもがスポーツに親しみ、つながる共生社会の実現

加古川市スポーツ推進計画：基本理念

◆１年間まったくスポーツを行っていない

成人の割合

現在 目標値

25.9％ → 20.0％以下

◆健康であると感じる成人の割合

現在 目標値

66.8％ → 75.0％以上

ス
ポ
ー

ツ
参
画
人
口
の
拡
大

ス
ポ
ー

ツ
環
境
の
充
実

指 標

＊第２期スポーツ基本計画(国）より

１

３

【具体的施策】

①NPO法人加古川総合スポーツクラブの質的な充実

②地域の課題解決に向けた取組の推進

③運動部活動への協力体制の拡充

【具体的施策】

①ビジネスパーソンのスポーツ習慣づくり

②女性がスポーツに参画しやすい環境整備

③高齢者スポーツの推進

【具体的施策】

①障がい者スポーツの組織基盤の整備

②スポーツ施設における障がい者等の利用促進

③障がい者スポーツの実施機会の増加

④ノーマライゼーションの推進

【具体的施策】

①スポーツ大会の情報提供

②大規模競技大会の誘致

③身近な観戦スポーツの推進

【具体的施策】

①スポーツボランティアの養成・確保

②スポーツ指導者の養成・確保

【具体的施策】

①地域におけるスポーツ環境・スポーツ情報の充実

②スポーツイベントの開催

③地域でのスポーツイベントの開催

④ホストタウンを契機としたスポーツ交流の促進

【具体的施策】

①健康・スポーツに関する情報発信

②散歩・ウォーキング・健康体操の推進

③スポーツ推進委員会の活用

【具体的施策】

①スポーツ施設の充実

②学校体育施設等の開放

③スポーツ施設に関する情報提供・利用手続きの簡素化

いつまでも住み続けたいウェルネス都市 加古川

加古川市総合計画：将来の都市像

市民だれもがスポーツに親しみ、つながる共生社会の実現

加古川市スポーツ推進計画：基本理念

（３）スポーツに関心のない人へのはたらきかけ

【目標】いつでもどこでもだれでも、気軽にスポーツに関わる

ことができるよう、スポーツ活動の支援を進める

◆子どもの週３日以上のスポーツ実施率

現在 目標値

小学生：57.0％→ 68.0％以上

中学生：74.0％→ 82.0％以上

◆子どもの昭和60年頃の体力水準

現在 目標値

64.3％ → 100.0％

（１）子どもの体力向上とスポーツ活動の推進

【目標】子どもがスポーツとふれ合う機会の充実及び

子どもの体力向上をめざす

◆成人の週１回以上のスポーツ実施率

現在 目標値

48.2％ → 65.0％以上 ＊

◆成人の週３回以上のスポーツ実施率

現在 目標値

27.4 ％ → 30.0％以上 ＊

（２）ライフステージに応じたスポーツの推進

【目標】生涯にわたってスポーツを楽しむことができるよう、

ライフステージに応じたスポーツ施策の展開をめざす

（４）競技スポーツの推進

【目標】競技スポーツの環境整備を進め、競技スポーツ参加者の

拡大をめざす

（１）障がい者スポーツの振興

【目標】障がい者が自主的かつ積極的にスポーツ活動に

取り組めるよう、障がい者スポーツのすその拡大

に向けた施設の利用促進をめざす

（２）健康・体力づくり事業の推進

【目標】日常的にスポーツを行う習慣を身につけることで、

健康・体力づくりの推進をめざす

◆障がい者（成人）の週１回以上の

スポーツ実施率

現在 目標値

19.2％＊ → 25.0％以上＊

◆障がい者スポーツのイベント数

現在 目標値

５回 → ８回以上

（３）スポーツを通じた地域活性化

【目標】地域におけるスポーツ活動を通じて、家庭・地域・

学校・住民相互のコミュニケーションを生み出し、

地域の活性化をめざす

◆スポーツ・レクリエーション活動

機会の提供に関して満足している

成人の割合

現在 目標値

61.4％ → 70.0％以上

（１）身近に利用できる「場所」の確保

【目標】スポーツ施設の適切な管理と計画的な整備及び

効率的な運用をめざす

◆スポーツを行う施設や場所で成人の

10％以上が利用する施設や場所の数

現在 目標値

４箇所 → ６箇所以上

（２）観戦スポーツの推進

【目標】気軽にスポーツを観戦できるよう、市内の「みる」

スポーツの充実をめざす

◆試合会場等に赴きスポーツを

観戦したことがある成人の割合

現在 目標値

28.4％ → 33.0 ％以上

（５）総合型地域スポーツクラブの充実

【目標】NPO法人加古川総合スポーツクラブの質的な充実

を図り、会員数の増加をめざす

◆NPO法人加古川総合スポーツクラブ

に加入している市民の割合

現在 目標値

1.9％ → 5.0％以上

（３）スポーツボランティアや指導者の発掘と養成

【目標】スポーツをささえる参画人口を増やすため、

スポーツボランティアや指導者の増加をめざす

【具体的施策】

①多角的なスポーツ情報の提供

②スポーツの情報発信方法の工夫

◆スポーツボランティア活動を行う

成人の割合

現在 目標値

7.6％ → 10.0 ％以上

（４）スポーツについての情報発信

【目標】気軽にスポーツ情報にふれられるよう、様々な方法や

場所を活用した情報発信をめざす

◆市内のスポーツイベントを知っている

成人の割合

現在 目標値

55.8 ％ → 75.0％以上

◆競技団体が主催する市内スポーツ

大会への参加者数

現在 目標値

3,308チーム →  3,600チーム以上

22,251名 → 25,000名以上
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No. 具体的施策 主な関連事業 所管課名 令和３年度の取り組み結果 令和４年度実施予定 課題・検討事項等

なかよし運動会 こども政策課

【子育てプラザ】
　令和３年９月30日に加古川駅南子育てプラザで実施。参加者親
子24組の計45名。
【志方児童館】
　令和３年９月22日に志方公民館で実施。参加者は親子８組の計
16名。

【子育てプラザ】
　親子で触れ合いながら運動を楽しむことを目的として、小学生未
満の子どもと保護者を対象に実施する。
【志方児童館】
　年齢に応じたプログラムとし、できるだけ楽しく参加することを目
的として実施する。

　子育て世代がより楽しめる充実したイベント、プログラムになるよ
う、事業実施後のアンケートを行うなど、参加者のニーズの把握に
努める。

加古川スポーツカーニバル（親子ふれあい体操） スポーツ・文化課
　令和３年11月３日に実施予定であったが、新型コロナウイルス感
染症の感染拡大防止のため中止とした。

　加古川スポーツカーニバルについては、市及び市教育委員会共
催事業であり、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた本
市の対応に基づき、実施については主催団体と検討する。

　親子ふれあい体操については、平成30年度より実施しており、今
後より充実した内容になるよう、スタッフや参加者にアンケートを行
い、プログラム内容の改善を検討する必要がある。

放課後子ども教室 社会教育課

　子どもたちの放課後や休日を充実したものとなるよう、小学校及
び公民館において様々なスポーツ活動を実施。
　小学校では、地域のボランティアの指導のもと、ソフトボールやハ
ンドボールなどをはじめとして様々なスポーツ活動を実施。
　また公民館でも、登録団体や高齢者大学の協力のもと、卓球な
どのプログラムを実施。

　子どもたちの放課後や休日を充実したものとなるよう、昨年度に
引き続き、小学校及び公民館において様々なスポーツ活動の実施
を予定。
　小学校では、地域のボランティアの指導のもと、ソフトボールやハ
ンドボールなどをはじめとして様々なスポーツ活動を実施予定。
　また公民館でも、登録団体や高齢者大学の協力のもと、卓球な
どのプログラムを実施予定。

　事業を継続的に実施していくにあたり、事業を統括するコーディ
ネーターや活動の中心となる地域ボランティアの確保・育成が課
題。また、新たなプログラムの導入を検討する必要がある。

中学校部活動支援事業 学校教育課

　加古川市中学校部活動外部技術指導者数－33名
　外部技術指導者は、派遣校での部活動指導とあわせて、全市的
な部活動顧問の指導力向上に向けた指導・助言も行う。
　配置校－12校（加古川、中部、浜の宮、両荘、平岡、氷丘、神
吉、山手、志方、平岡南、別府、陵南）
　配置種目及び人数－13種目（野球4名、バレーボール6名、バス
ケットボール4名、ソフトテニス3名、陸上競技2名、柔道2名、剣道3
名、バドミントン4名、ハンドボール1名、生活1名、コーラス1名、演
劇1名、国際交流1名）

　加古川市中学校部活動外部技術指導者数－33名
　外部技術指導者は、派遣校での部活動指導とあわせて、全市的
な部活動顧問の指導力向上に向けた指導・助言も行う。
　令和４年度配置予定
　配置校－12校（加古川、中部、浜の宮、両荘、平岡、氷丘、神
吉、山手、志方、平岡南、別府、陵南）
　配置種目及び人数－未定（R４年度の申請締め切り4/27のため）

　教職員の人事異動等により、部活動において、専門的な指導を
することができる教師が不足しており、中学校の部活動支援に対
するニーズが高まっている。
  また、平成29年３月14日に学校教育法施行規則の一部が改正さ
れ、部活動指導員が顧問となることが可能となった。加えて、令和
3年2月17日付け文科省通知「『学校の働き方改革を踏まえた部活
動改革について』を受けた公立学校の教師等の兼職兼業の取扱
い等について」を受けて、本市における部活動についてのあり方を
検討するとともに、外部技術指導者に係る規則の整備など、引き
続き検討していくことが必要である。

① ビジネスパーソンのスポーツ習慣づくり スポーツライフセミナー スポーツ・文化課
会場が新型コロナワクチンの集団接種会場となっていたため、中
止。

　スポーツライフセミナーは、スポーツ実施率の低い20代～50代の
方にスポーツを始めるきっかけを提供することを目的とし、スポー
ツ推進委員が指導を行う。令和４年度は親子でも参加可能である
「小学校コース」について、NPO法人加古川総合スポーツクラブに
協力依頼し、実施予定。

　参加者がスポーツライフセミナーを通じて、スポーツをするきっか
けとなり、NPO法人総合スポーツクラブに加入するなど、継続して
スポーツに取り組んでもらえるよう積極的に働きかける必要があ
る。

② 女性がスポーツに参画しやすい環境整備 アンケートの実施 スポーツ・文化課
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため実施しなかっ
た。

　令和２年度に実施したアンケートを基に、女性のスポーツ参画向
上を目指した取組を検討する。

　スポーツの実施率が低い女性がスポーツに興味を持ち、短時間
でも時間を割くことができる事業を検討する必要がある。

③ 高齢者スポーツの推進 シニアクラブ活動 高齢者・地域福祉課
　いきいきクラブ体操、ラジオ体操、その他の高齢者の健康づくり・
介護予防のために市が適当と認める体操等の実施・普及促進活
動を市内のシニアクラブ（113クラブ5,422名）が主体となって実施。

　いきいきクラブ体操、ラジオ体操、その他の高齢者の健康づくり・
介護予防のために市が適当と認める体操等の実施・普及促進活
動を市内のシニアクラブ（110クラブ5,400名）が主体となって引き続
き実施予定。

　シニアクラブ数、シニアクラブへの加入者数とも減少している。

OCTOBER run＆walk 2020
（オクトーバーランアンドウォーク）

スポーツ・文化課

　一般財団法人アールビーズスポーツ財団が主催する10月１ヶ月
間の中での歩行、走行距離を自治体間で競うイベントに市として参
加することで、場所を選ばず各々でスポーツを実施できる機会を市
民へ提供した。
結果：全国345自治体中、ランニングの部150位、ウォーキングの部
61位

スポーツ能力測定会 スポーツ・文化課

　小学校高学年を対象に、ジャンプや１０ｍスプリント、バットスイン
グなどの運動を専用の測定機器でモーションキャプチャの技術を
利用し測ることで、自分の特徴や向いているスポーツなどがわか
る測定会を実施予定。

なし

　　　　　加古川市スポーツ推進計画関連事業一覧

１　スポーツ参画人口の拡大

（１）子どもの体力向上とスポーツ活動の推進

① 幼児を対象とした運動遊びの充実

② 学校におけるスポーツ活動の充実

（２）ライフステージに応じたスポーツの推進

（３）スポーツに関心のない人へのはたらきかけ

スポーツとの多様な関わり方の提案①
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No. 具体的施策 主な関連事業 所管課名 令和３年度の取り組み結果 令和４年度実施予定 課題・検討事項等

１　スポーツ参画人口の拡大

かこがわ・新コンセプトウォーキングコース スポーツ・文化課
市内12箇所の公民館をスタート及びゴール地点とし、目的別にめ
ぐるウォーキングコースのガイドブック及びマップを各公民館及び
スポーツ・文化課にて配布した。

市内12箇所の公民館をスタート及びゴール地点とし、目的別にめ
ぐるウォーキングコースのガイドブック及びマップを各公民館及び
スポーツ・文化課にて配布予定。

ウォーキングコースについて予算化されていないため、紙ベースで
の在庫がなくなりつつある（市ホームページからも印刷可能）。
周辺環境の変化によるコースの修正、見直しが必要である。

ウォーキングコースの奨励 産業振興課
  ホームページ及び観光パンフレットにウォーキングコースを掲載
し、ウォーキングを奨励した。

令和４年４月１日より一般社団法人加古川観光協会を設立し、当
該事業は協会の事業であることから、計画から削除する。

選手育成機会の提供 スポーツ・文化課

　県体育協会が小学生を対象としたスポーツ体験教室等を実施す
るとともに、ジュニアスポーツ教室や関連スポーツ団体と連携し、
継続的に選手を育成するゴールデンエイジプロジェクトについて、
市に情報提供があれば、市内小学校や体育協会、スポーツクラブ
へ周知を行った。

　県体育協会が小学生を対象としたスポーツ体験教室等を実施す
るとともに、ジュニアスポーツ教室や関連スポーツ団体と連携し、
継続的に選手を育成するゴールデンエイジプロジェクトについて、
市に情報提供があれば、市内小学校や体育協会、スポーツクラブ
へ周知を行う。

子どもたちが参加するイベント等において、申込につながるような
周知に努める。

選手育成コース 運動公園陸上競技場

①陸上教室
　普及コースは小学３～６年生を対象としており、水曜日コースは
472名、土日曜日コースは749名の参加があった。選手育成コース
は前期405名、後期371名の参加があった。昨年度も引き続き新型
コロナウィルス感染対策を徹底し教室を実施。新型コロナウィルス
感染拡大により、4/25～5/11、1/28～2/28教室休講。
②投てきコース
　中学生対象の教室で、県大会や全国大会の大舞台で活躍を目
的としたトレーニングを行った。昨年度は89名の参加があった。新
型コロナウィルス感染対策を徹底し教室を実施。新型コロナウィル
ス感染拡大により、4/25～5/11、1/28～2/28教室休講。
③リフレッシュウォーキング教室
　21歳以上対象、気持ちよく身体を動かす事を基本とし、歩行、筋
トレ、ストレッチを行った。昨年度は152名の参加があり、新型コロ
ナウィルス感染対策を徹底し教室を実施した。

①陸上教室
　普及コースは小学３～６年生を対象にしており、バランスの取れ
た身体作りを基本とし、春から秋にかけては、短距離走、リレー、
走り幅跳び等を行います。冬は長距離走や駅伝の練習を行う。
　選手育成コースは小学５～６年生を対象とし、「短距離・跳躍」
「中・長距離」班に分けて、大会出場や自己記録の更新を目的とし
たトレーニングを行う。
②投てきコース
　中学生対象の教室で、県大会や全国大会の大舞台で活躍を目
標とする。砲丸投げ、円盤投げを中心とした専門的なトレーニング
を行う。
③リフレッシュウォーキング教室
　21歳以上対象、気持ちよく身体を動かす事を基本とし、歩行、筋
トレ、ストレッチを行う。定期的に広報掲載により新規参加者の獲
得を目指す。

①毎年多くの生徒が参加され、地域に浸透している教室なので、
より多くの参加者獲得を目指し、参加する生徒さんに満足頂けるよ
うな教室を展開する。
②教室の卒業生が、中学、高校に進学し大会で素晴らしい活躍を
している。引き続き多くの生徒が活躍できるような指導に努める。
③リフレッシュウォーキング教室は継続参加の方が多いので新規
参加者の獲得が課題である。

　昨年度は新型コロナウィルス感染拡大により、コロナ対策を徹底
して教室を実施した。引き続きコロナ対策を徹底し、安心して参加
出来る教室開催に努める。

バスケットボール教室 スポーツ・文化課 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

競技スポーツの底辺拡大と競技力向上を目的に、市内小学生のミ
ニバスケットボールチームに所属する児童および指導者を対象
に、Bリーグ選手の直接指導による教室を実施する。
日時：令和4年8月予定　場所：総合体育館

新型コロナウイルス感染状況により、開催の規模、参加者数など
大きく左右される。

バレーボール教室 スポーツ・文化課 新型コロナワクチン接種の影響により中止。

競技スポーツの底辺拡大と競技力向上を目的に、市内バレーボー
ル部に所属する女子中学生および指導者を対象に、Ｖリーグ選
手・スタッフの直接指導による教室を実施する。
日時：令和4年7月予定　場所：総合体育館

新型コロナウイルス感染状況により、開催の規模、参加者数など
大きく左右される。

俊足王決定戦 ウェルネス協会
　令和３年９月１１日（土）開催予定で準備を進めていたが、
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため中止した。

　令和４年５月４日（祝・水）開催予定。
　従来の予選～決勝の方法での開催は、長時間の滞在時間にな
るため、参加者の多い小学生を３ブロックに分け、中学生ブロック
とを合わせて、４ブロックに分けての開催。

　参加者が多く、盛り上がるイベントだが、その分、駐車場の確保
が難しくなっている。また、今年度開催の場合は、参加者の密や滞
在時間に配慮した開催及び感染症対策が重要となる。

バドミントン教室 スポーツ・文化課 新型コロナワクチン接種の影響により中止。

競技スポーツの底辺拡大と競技力向上を目的に、市内バドミントン
部に所属する中学生および指導者を対象に、S/Jリーグや兵庫県
Ｎｏ.１のチームで活躍する選手の直接指導による教室を実施す
る。
日時：令和5年1月予定　 場所：総合体育館

新型コロナウイルス感染状況により、開催の規模、参加者数など
大きく左右される。

小学生ボート体験教室
スポーツ・文化課
（漕艇センター）

　5月15日（土）・16日(日)に開催。
　また、今年度より市民レガッタの参加者募集を募るために小学生
の記載をとり「ボート体験教室」として参加者を小学生だけでなく、
大人も対象と,し、小学生10名、中学生1名、大人3名の参加があり
ました。

　5月5日（祝・木）・７日(土)に開催予定。今年度は対象者を小学4
年生～6年生を対象とし、市民レガッタのジュニアの部に参加を促
す。

　ここ数年、参加人数が減少傾向にあるため、広報や漕艇センター
のホームページ等で発信している。また、チラシを作成し、市内の
小学校及び公共施設に配布している。
  また、野外での事業ではあるが、新型コロナウイルスの感染拡大
の防止対策をしっかり行い参加者、スタッフの安全を第一に実施す
る。

加古川市民さわやか賞 総務課

　新型コロナウイルス感染症の影響により中止されることが多かっ
た各種大会も開催されるものが増え、それに伴い候補者数も増加
した。
※R1：28件、R2：5件、R3：22件（スポーツ分野のみ）

　新型コロナウイルス感染症の拡大による影響は今後も懸念さ
れ、各種大会の機会が減少することにより、候補者が少なくなる可
能性がある。

　関係者からの推薦を待つだけではなく、新聞記事やマスコミ報道
等を注意深く確認するなどして候補者の把握に努める必要があ
る。

② 競技スポーツ指導者の育成・確保 障がい者スポーツ指導者の育成 スポーツ・文化課
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点より、令和３
年度は実施を中止。

　兵庫県障害者スポーツ協会が実施する「令和 4 年度障害者ス
ポーツ振興事業」を活用し、スポーツ推進委員やスポーツサポー
ターボランティアを対象とした障がい者スポーツの指導者育成事業
を実施予定。

　指導者の活用の場を検討する必要がある。

① 競技スポーツ選手のスポーツ環境整備

② ライフスタイルに合わせたスポーツ情報の提供

（４）競技スポーツの推進
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① 障がい者スポーツの組織基盤の整備 障がい者スポーツ指導員講習会への参加促進 スポーツ・文化課
　スポーツ推進委員に対して講習会の参加を促し、令和３年度は、
１名が公認障がい者スポーツ指導員の資格を取得した。

　障がい者スポーツに関する指導者の増加を目指し、スポーツ推
進委員やスポーツサポーターボランティアに対して講習会への参
加を促す予定。

なし

② スポーツ施設における障がい者等の利用促進 総合体育館改修事業 スポーツ・文化課
障がい者スポーツ活動の拠点となるよう活用について検討してい
く。

ふれあいスポーツ教室 障がい者支援課

障がいのある人もない人もスポーツを体験し、共に楽しめる機会を
提供することを目的に、ふれあいスポーツ教室を３回実施する予
定であったが、新型コロナウイルス感染症の拡大により、実施しな
かった。

　新型コロナウイルス感染症の感染状況等を踏まえ、本市の対応
方針に基づき、実施時期、実施方法を検討する。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、実施が困難になってい
る。
　また、実施にあたっては新型コロナウイルス感染症の感染対策を
講じた上で実施する必要がある。

加古川スポーツカーニバル スポーツ・文化課
　令和３年11月３日に実施予定であったが、新型コロナウイルス感
染症の感染拡大防止のため中止とした。

　加古川スポーツカーニバルについては、市及び市教育委員会共
催事業であり、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた本
市の対応に基づき、実施については主催団体と検討する。

新型コロナウイルス感染症対策を講じて実施する必要がある。

かこパラスポーツ王国
　　　　　（パラリンピック機運醸成イベント）

スポーツ・文化課
　令和３年度については、新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため中止とした。

　東京2020パラリンピック競技大会を契機として、障がい者スポー
ツの理解と普及を図るため、障がいのある人もない人もスポーツを
体験し、共に楽しめる機会を提供する。
　令和４年度については、新型コロナウイルス感染症の状況を踏ま
えて、８月21日に開催予定。

　新型コロナウイルス感染症対策を講じて実施する必要がある。
　障がい者スポーツの理解と普及を図る事業として、事業内容（規
模や対象等）を検討する必要がある。

加古川ツーデーマーチ スポーツ・文化課 新型コロナワクチン接種の影響により中止。
今年度より、市の補助制度が廃止となったなか、バリアフリーなイ
ベントを目指し、居住地や等級等を問わない実行委員会独自の割
引制度を実施予定。

なし

加古川マラソン大会 スポーツ・文化課 新型コロナワクチン接種の影響により中止。
市民に開かれたバリアフリーな大会を目指し、聴覚障がい者（児）
及び視覚障がい者（児）の参加者に配慮していく。

なし

ウェルネスプラン
運動・身体活動ワーキングチーム

市民健康課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各種イベント等は
中止としたが、連絡会議の書面開催等により、庁内関係課及び関
係施設と連携するほか、ウォーキング手帳を庁内関係課の窓口に
設置した。
　また、ウォーキング手帳の改訂について検討したが、ターゲット
層の働き世代の女性に対し紙媒体での啓発は非効率と判断し、
SNS等を活用し普及啓発を図ることとなった。
　健康づくり支援事業（かこチャレ）では、６か月間に渡り、健康だよ
りの送付やアプリを活用したプッシュ通知を通じて情報を発信し、
市民の主体的な健康づくりの支援及び運動の習慣化を支援した。

　新型コロナウイルス感染拡大防止と健康づくりの両方の視点か
ら、開始時期・内容を検討の上、実施予定。

　庁内及び庁外の関係団体と協力し、運動・身体活動の推進体制
の確立とともに、連携の強化を図り、運動しやすい環境づくりや機
会を検討・推進する必要がある。また、感染症対策を講じたうえで
取り組むことができる運動について情報提供を行うとともに、取り
組みを継続できるように支援を行っていく必要がある。

特定保健指導 国民健康保険課

　新型コロナウイルス感染拡大防止と健康づくりの両方の視点か
ら、参加人数を制限し、換気を行う等の感染対策を行いながら実
施した。
　特定保健指導対象者に対して、生活習慣の改善を目的に、活動
量を高められるよう運動教室を開催した。対象者には、体重記録
表を配布し、継続的に体重を管理しながら、運動習慣を身に付けら
れるよう支援した。

換気や人数制限などの新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
めの感染症対策を講じたうえで、特定保健指導を実施する。特定
保健指導対象者を対象とした運動教室を開催予定。特定保健指
導終了後も運動を継続することができるよう、市内の運動教室等
の社会資源について情報提供を行う予定。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、対象者の活
動量が低下している可能性が高い。感染症対策を講じたうえで取
り組むことができる運動について、情報提供を行う。また、運動教
室等で経験した運動や、特定保健指導での取り組みを継続できる
よう、運動の習慣化に向けた支援を行っていく必要がある。

２　スポーツを通じた共生社会の実現

（１）障がい者スポーツの振興

③ 障がい者スポーツの実施機会の増加

④ ノーマライゼーションの推進

（２）健康・体力づくり事業の推進

① 健康・スポーツに関する情報発信
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２　スポーツを通じた共生社会の実現

① 健康・スポーツに関する情報発信 いきいき健康サークル 市民健康課

　加古川市が実施する保健事業や介護予防事業に協力し、市民を
対象に、市内の集会所等でストレッチやリズム体操、レクリエーショ
ン等心身ともに健康を促す運動の普及啓発を行った。また、「ロコ
モティブシンドローム」の知識の普及啓発や「効果的なウォーキン
グ」の実践、「ながら運動」やプラス１０の普及啓発を実施した。令
和３年度の地域での活動数は27回、指導人数は282人である。
　また、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、集団で
の事業の中止が多くなり、自宅でできる運動の動画撮影に協力
し、YouTubeで配信した。

　　新型コロナウイルス感染拡大防止と健康づくりの両方の視点か
ら、開始時期・内容を検討の上、実施予定。

　会員の多くが60歳以上であり、会員の高齢化が課題である。ま
た、地域でボランティア活動を行う会員に偏りがあるので、全体の
資質向上、新規会員のスキルアップを検討する。

＜再掲＞
かこがわ・新コンセプトウォーキングコース

スポーツ・文化課
市内12箇所の公民館をスタート及びゴール地点とし、目的別にめ
ぐるウォーキングコースのガイドブック及びマップを各公民館及び
スポーツ・文化課にて配布した。

市内12箇所の公民館をスタート及びゴール地点とし、目的別にめ
ぐるウォーキングコースのガイドブック及びマップを各公民館及び
スポーツ・文化課にて配布予定。

　ウォーキングコースについて予算化されていないため、紙ベース
での在庫がなくなりつつある（市ホームページからも印刷可能）。
周辺環境の変化によるコースの修正、見直しが必要である。

＜再掲＞
ウォーキングコースの奨励

産業振興課
  ホームページ及び観光パンフレットにウォーキングコースを掲載
し、ウォーキングを奨励した。

令和４年４月１日より一般社団法人加古川観光協会を設立し、当
該事業は協会の事業であることから、計画から削除する。

ラジオ体操の推進 スポーツ・文化課
　新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた本市の対応に基
づき、実施については、中止。

　新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、スポーツライフセミ
ナーや高齢者大学、特定保健指導運動教室等の講習会にてス
ポーツ推進委員がラジオ体操の指導を行う予定。

　新型コロナウイルス感染症対策を講じて実施する必要がある。

いきいき百歳体操活動支援 高齢者･地域福祉課

いきいき百歳体操166会場、180団体、4,389名登録
いきいき百歳体操応援隊講座（５回コース）　２会場　10回実施
参加者実人数29名、参加者延人数111名、修了者数16名
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止あり

・「いきいき百歳体操」の継続支援及び新規立上げ支援を行う。
・「いきいき百歳体操」にて、介護予防・健康づくりの普及啓発を行
う。
・「いきいき百歳体操応援隊講座」を市内6箇所で実施する。

　新型コロナウイルス感染症予防対策を図りながら、健康・体力づ
くり事業を推進する。
　「いきいき百歳体操応援隊講座」講座修了者がより活躍できる場
や方法を検討していく。

スポーツ推進委員派遣事業 スポーツ・文化課
　令和３年度は、２回の派遣事業を行い、市民スポーツ活動の推
進を図った。

　派遣依頼があった場合は、新型コロナウイルス感染症の感染防
止策を講じたうえで、派遣を実施する予定。

　新型コロナウイルス感染症対策を講じ、実施に向けた検討が必
要である。

スポーツ推進委員研修会 スポーツ・文化課
　令和３年度は、新型lコロナウイルス感染症の影響のため、１回の
みの実施となった。

　新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、必要に応じて、内容
及び場所を検討し、実施する予定。

　新型コロナウイルス感染症対策を講じ、実施に向けた検討が必
要である。

公民館活動 社会教育課
市内の公民館で卓球やダンス等のスポーツグループがスポーツ
活動を行った。

　昨年に引き続き、市内の公民館で複数のスポーツグループがス
ポーツ活動を行う予定。

なし

少年団活動 青少年育成課
　新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた本市の対応に基
づき、連合少年団主催のスポーツイベントについては中止。

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた本市の対応に基
づき、連合少年団主催のスポーツイベントについては、感染対策を
行いながら活動を行っていくか検討中。

　少年団員数は、平成24年度の9,614人に比較し、令和３年度には
6,847人と減少しており、各地区の少年団のソフトボール、バレー
ボールチームの活動も縮小傾向となっている。
　新型コロナウィルス感染症の拡大防止のため、感染対策を行い
ながら各地区の活動を行っていく必要がある。

＜再掲＞
加古川スポーツカーニバル

スポーツ・文化課
　令和３年11月３日に実施予定であったが、新型コロナウイルス感
染症の感染拡大防止のため中止とした。

　加古川スポーツカーニバルについては、市及び市教育委員会共
催事業であり、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた本
市の対応に基づき、実施については主催団体と検討する。

　新型コロナウイルス感染症対策を講じ、実施に向けた検討が必
要である。

＜再掲＞
かこパラスポーツ王国
　　　　　（パラリンピック機運醸成イベント）

スポーツ・文化課
　令和３年度については、新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため中止とした。

　東京2020パラリンピック競技大会を契機として、障がい者スポー
ツの理解と普及を図るため、障がいのある人もない人もスポーツを
体験し、共に楽しめる機会を提供する。
　令和４年度については、新型コロナウイルス感染症の状況を踏ま
えて、８月21日に開催予定。

　障がい者スポーツの理解と普及を図る事業として、事業内容（規
模や対象等）を検討する必要がある。

（３）スポーツを通じた地域活性化

① 地域におけるスポーツ環境・スポーツ情報の充実

② スポーツイベントの開催

③ スポーツ推進委員会の活用

② 散歩・ウォーキング・健康体操の推進
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２　スポーツを通じた共生社会の実現

加古川カップ綱引大会 スポーツ・文化課
　　令和４年２月27日に実施予定であったが、新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防止のため中止とした。

　加古川カップ綱引大会については、市及び市教育委員会共催事
業であり、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた本市の
対応に基づき、実施については主催団体と検討する。

　参加者への安全確保のため、新型コロナウイルス感染症の感染
対策を十分に講じたうえで、内容等の検討が必要である。

健康・体力づくり事業 スポーツ・文化課
　市民の健康・体力づくりを目的に加古川市体育協会が主催して
初心者の方が参加できる大会、教室。令和３年度については、９事
業を実施した。

　加古川市体育協会が主催で、市民の健康・体力づくりを目的に、
初心者の方が参加できる大会、教室。令和４年度についても、通
年での開催を予定。

　協会に加入していない一般市民の参加のさらなる増加に向け、
事業実施の検討を行う。

加古川市民レガッタ
スポーツ・文化課
（漕艇センター）

　7月24日（土）・２5日(日)に「ワールドマスターズゲームズ2021関
西」オープン競技の リハーサル大会として開催予定であったが、
新型コロナウイルス感染拡大のため中止となった。

　7月30日（土）・31日(日)にワールドマスターズゲームズ2021関西　
加古川市オープン競技ボート大会（兼）第29回加古川市民レガッタ
として開催する予定。

　猛暑の中での開催となっており、熱中症対策等の対応が課題で
ある。また、野外での大会ではあるが、新型コロナウイルスの感染
拡大防止対策をしっかり行う必要がある。

加古川レガッタ（関西学生秋季選手権）
スポーツ・文化課
(漕艇センター）

　10月31日（金）～11月2日(日)に開催予定であったが、新型コロナ
ウイルス感染拡大のため中止となった。

　11月4日（金）～11月6日(日)に開催予定。

　参加大学増により、宿泊先の確保が課題でコロナ対策として余
裕を持った宿泊スペースの確保が必要。また、使用出来る風呂の
数が足りないため、近隣民間銭湯等の協力が必要である。また、
各近隣町内会長のご意見を参考にしながら大会準備を進める。野
外での大会ではあるが、新型コロナウイルスの感染拡大の防止対
策をしっかり行う必要がある。

加古川ツーデーマーチ スポーツ・文化課 新型コロナワクチン接種の影響により中止。

加古川ツーデーマーチ実行委員会が主催し、「歩いて体感 心と体
のウェルネス」をテーマとして実施する。コロナ対策として開催日を
11月13日（日）の1日とし、参加者定員（2,000人）を設定、事前申込
のみとし当日申込を廃止する。距離は市内を巡る20・10・5kmとす
る。

　参加者への安全確保のため、新型コロナウイルス感染症の感染
対策を十分に講じたうえで、内容等の検討が必要である。

加古川マラソン大会 スポーツ・文化課 新型コロナワクチン接種の影響により中止。

市民参加型スポーツイベントとして加古川マラソン大会実行委員
会が主催し、12月18日（日）に加古川河川敷で実施する。加古川
大橋の工事等の影響により、今回から会場とコースを変更し、新た
に公認申請をし、承認を得た。参加コースはフルマラソン・10km・中
高生3km・ファミリー2kmとする。

　参加者への安全確保のため、新型コロナウイルス感染症の感染
対策を十分に講じたうえで、内容等の検討が必要である。

③ 地域でのスポーツイベントの開催 世代間交流学習会 社会教育課
　地域の教育力向上及び絆を深め、ともに支えあう社会づくりを目
的とし、各地域が主体となって実施した。

　地域の教育力向上及び絆を深め、ともに支えあう社会づくりを目
的とし、各地域が主体となって実施する。

　規模の小さい町内会や、高齢化が進む町内会では、世代間交流
学習会の実施が困難な地域がある。
　また、新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、これま
で実施していた事業の実施が困難となり、新しい生活様式を実践
した事業の実施が課題となっている。

ホストタウン交流事業
政策企画課
スポーツ・文化課

　東京2020オリンピック競技大会に向けた事前合宿を市内で実施
したツバルの陸上競技選手と市内小中学生がオンライン交流を
行った。
　東京2020パラリンピック競技大会に出場したブラジルのシッティ
ングバレーボールチームに市内小学生から応援ハガキを送り、試
合をオンライン観戦した。また帰国後の選手とオンライン交流を
行った。

　これまで築き上げた信頼関係を大切にするとともに、今後どのよ
うに展開を図っていくか検討が必要である。

加古川市スポーツサポーター養成講座 スポーツ・文化課
　新型コロナウイルス感染症の影響により、ブラジル選手の事前合
宿や各種イベントが中止となったことから活動がなかった。

　新型コロナウイルス感染症の感染状況等を踏まえ、事業実施の
際には、スポーツサポーターへの協力等の依頼を行う予定。

　スポーツサポーターの活用方法等を検討する必要がある。

④ ホストタウンを契機としたスポーツ交流の促進

② スポーツイベントの開催
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総合体育館

①Jrバレーボール教室の1つとして、中学生を対象とした中学生バ
レー教室を開講した。参加者は徐々に増えている。
②昼間の閑散時間に、だれでもスポーツが出来るような教室開講
を検討したが、開催には至らなかった。
③新型コロナウィルス感染拡大に伴い、開催には至らなかった。
④美容バレエ教室体験会を実施し、多くの参加があった。

①親子で参加出来る教室開講を検討している。
②昼間の閑散時間に、高齢者を対象とした身体を動かせる
スポーツ教室開講の検討をしている。
③地域の方が参加しやすいスポーツ活動を模索する。

　より多くの方に体育館実施教室に参加いただけるよう、広報かこ
がわに掲載、ＨＰの更新等、周知に力を入れる。また、学校配布や
ポスティング、新聞折り込みなども検討する。
　掲載内容に誤りがないか事前に確認し、ミスなく利用者様に周知
を行う。

運動公園陸上競技場

①陸上教室
　普及コースは小学３～６年生を対象としており、水曜日コースは
472名、土日曜日コースは749名の参加があった。選手育成コース
は前期405名、後期371名の参加があった。昨年度も引き続き新型
コロナウィルス感染対策を徹底し教室を実施。新型コロナウィルス
感染拡大により、4/25～5/11、1/28～2/28教室休講。
②投てきコース
　中学生対象の教室で、県大会や全国大会の大舞台で活躍を目
的としたトレーニングを行った。昨年度は89名の参加があった。新
型コロナウィルス感染対策を徹底し教室を実施。新型コロナウィル
ス感染拡大により、4/25～5/11、1/28～2/28教室休講。
③リフレッシュウォーキング教室
　21歳以上対象、気持ちよく身体を動かす事を基本とし、歩行、筋
トレ、ストレッチを行った。昨年度は152名の参加があり、新型コロ
ナウィルス感染対策を徹底し教室を実施した。

①陸上教室
　普及コースは小学３～６年生を対象にしており、バランスの取れ
た身体作りを基本とし、春から秋にかけては、短距離走、リレー、
走り幅跳び等を行います。冬は長距離走や駅伝の練習を行う。
　選手育成コースは小学５～６年生を対象とし、「短距離・跳躍」
「中・長距離」班に分けて、大会出場や自己記録の更新を目的とし
たトレーニングを行う。
②投てきコース
　中学生対象の教室で、県大会や全国大会の大舞台で活躍を目
標とする。砲丸投げ、円盤投げを中心とした専門的なトレーニング
を行う。
③リフレッシュウォーキング教室
　21歳以上対象、気持ちよく身体を動かす事を基本とし、歩行、筋
トレ、ストレッチを行う。定期的に広報掲載により新規参加者の獲
得を目指す。

①毎年多くの生徒が参加され、地域に浸透している教室なので、
より多くの参加者獲得を目指し、参加する生徒さんに満足頂けるよ
うな教室を展開する。
②教室の卒業生が、中学、高校に進学し大会で素晴らしい活躍を
している。引き続き多くの生徒が活躍できるような指導に努める。
③リフレッシュウォーキング教室は継続参加の方が多いので新規
参加者の獲得が課題である。

　昨年度は新型コロナウィルス感染拡大により、コロナ対策を徹底
して教室を実施した。引き続きコロナ対策を徹底し、安心して参加
出来る教室開催に努める。

日岡山体育館
①ワクチン接種会場になったため、武道館にて教室を実施した。
②昨年度同様第2回ロゲイニングを感染予防をしながら実施した。

①ワクチン接種会場になった場合に、できる限り武道館で教室を
実施する。
②感染予防をしながら教室やイベントを開催する。

6月末まで3回目ワクチン接種会場で、それ以降も接種会場になる
可能性があるため、競技協会と協働して開催する大会やイベント
が行いにくい。

武道館
①時短営業時に教室の時間を変更して行った。
②消毒、換気に注意を払い、感染探索を施し実施した。
③新規利用者に声をかけ継続参加を促した。

①利用者のニーズに合わせた、教室を展開する。
②７施設全体を使ったイベントを行う。
③新規利用者及びリピーターによる利用促進を行う。

体育館自主事業も移動して行うため、貸館含め住み分けが必要

日岡山公園グラウンド
①時短営業時に開催時間を変更し、サッカースクールを行った。
②感染対策をしながらグラウンドゴルフ大会を開催した。

①年齢帯に合わせた、サッカースクールを展開する。
②子供を対象にした単発イベントを開催する。
③各団体と協働した大会を開催する。

感染対策や時短営業になった際のスクール運営

日岡山公園第１テニスコート
①防球ネットを購入し、満足度向上を図った。

②ソフトテニス協会と協働した大会を開催した。

①利用者ニーズに合わせた備品購入を行い、満足度向上を図る。
②７施設全体を使ったイベントを行う。
③各団体と協働した大会を開催する。

各団体とのイベント開催日程の調整(コロナによる中止や延期対
応）

日岡山公園第２テニスコート

①時短営業時に開催時間を変更し、クラス設定を見直し、テニスス
クールを実施した。
②体験募集を行い、初心者を新入会につなげた。

①クラス設定を見直し、テニススクールの新規入会者を獲得し利
用者数を図る。
②７施設全体を使ったイベントを行う。
③テニススクール生を対象とした大会を開催する。

冬場に放射冷却によりコートが凍結し利用できなくなる。

漕艇センター

①漕艇センター主催「第11回KAKOGAWAスプリングカップボート大
会」は、新型コロナウイルス感染症拡大が収束しないことと荒天と
なり中止とした。
②加古川ボート協会主催「第75回県民大会兼第22回加古川市長
杯市長杯ボート競技会兼第30回全国市町村交流レガッタ薩摩川
内大会選考会」、「第9回加古川ボート会長杯～ムサシ杯レース
～」は、新型コロナウイルス感染症拡大が収束しないことから中止
とした。
③加古川市レガッタ事業実行委員会主催「第28回加古川市民レ
ガッタ」、「第32回加古川レガッタ」は、新型コロナウイルス感染症
拡大が収束しないことから中止とした。。
④漕艇センターと加古川ボート協会との共同主催「Head of the 
kakogawa2021」は実施。年間で唯一開催できた大会で普段使用で
きない水域を利用しての大会で参加者からは喜びの声が聞かれ
た。
⑤アドラー心理学セミナーは5回開催から3回開催とし、コロナ対策
として人数を制限、デスカッションを取りやめての実施とした。普段
漕艇センターを利用しない方々来館があり施設のPRもできた。

①漕艇センター主催「第11回KAKOGAWAスプリングカップボート大
会」は、新型コロナウイルス感染症拡大が収束しないことから中止
とした。
②加古川ボート協会主催「第76回県民大会兼第23回加古川市長
杯市長杯ボート競技会兼第10回全国市町村交流レガッタ潮来大
会選考会」、「第10回加古川ボート会長杯～ムサシ杯レース～」は
実施予定。
③加古川市レガッタ事業実行委員会主催「第29回加古川市民レ
ガッタ」、「第33回加古川レガッタ」は状況を見極めて実施する予定
で準備を進めている。
④漕艇センターと加古川ボート協会との共同主催「Head of the 
kakogawa2022」は実施予定。
⑤ボート体験教室及びセミナー（アドラー心理学）は実施予定。
⑥ニッケパークタウンでのエルゴマシン体験会は実施予定。

　前期に実施予定であった漕艇センター主催事業スプリングカップ
ボート大会が新型コロナ感染拡大が収まらず中止となったが、
以降の大会においては、状況を見極め、大会に関しては加古川水
域における新型コロナウィルス感染拡大防止ガイドラインに基づき
実施する方向で進める。その他教室等は実施する予定。

ウェルネスパーク

①子供むけイベントの実施
　原っぱを活用しニュースポーツ体験（モルック）を開催できた。
②高齢者向けプログラムの展開
　高齢者運動教室に参加しているお客様で数名ジムの利用やレッ
スンポログラムへの参加へつなげることができた。
③プール利用促進プログラムの充実
　夜の時間帯に泳力アップのプログラムを新設し、お客様の泳力
アップにつなげられ、水中運動レッスン・水中運動教室に力を入
れ、高齢の方や筋力低下の方の体力向上につなげることができ
た。

①子供の体力向上とスポーツ活動の推進
　親子レクレーションやニュースポーツ体験を活かし、子供の体力
向上と運動する場所の提供をしていく。
②ライフステージに応じたスポーツの推進
　第２・第４火曜に実施しております高齢者運動教室の内容をスク
エアステップだけではなく、内容の充実を図り施設利用につなげて
いく。
③スポーツに関心のない人へのはたらきかけ
　レッスンプログラムの内容を定期的に検討し、様々な年齢層の方
や運動強度を考慮しお客様へ提案していく。また外部に出向いて
の運動教室（高齢者運動教室など）を検討していく。

　立地による、インフラの不便性は否めない。特に高齢利用者から
の声は多かった。施設利用人数にはコロナ感染状況が多き左右さ
れるため、コロナ対策を実施し安全・安心の施設運営に努め、さら
なる利用者増加へつなげていく

３　スポーツ環境の充実

（１）身近に利用できる「場所」の確保

① スポーツ施設の充実 スポーツ施設等による主催講座、教室
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３　スポーツ環境の充実

スポーツ交流館

①（継続）子育て世代を対象とした教室事業の充実
　親子スイミングや幼児スイミング、乳幼児わくわく体操やベビー
マッサージ、産後の骨盤調整ヨガなど実施。広報により認知も高ま
り、利用者数が増えた。
②（継続）多様なウェルネスプログラムの展開
　幅広い年齢層の方にご参加いただいる。今後も利用者と意見交
換をおこない、ニーズに合わせたプログラムを展開する。
③障がい者スポーツ体験会、ニュースポーツ体験会の実施。
　はねっこゲームやボッチャの体験会を実施。
➃障がい児水泳教室の実施
　障がいをお持ちの児童に対する水泳教室の通期開催の実施。

①施設の充実
　プール及びジムの利用促進
①子育て世代を対象とした教室事業の充実
　水泳教室、ダンス教室、ヨガ教室を中心に子育て世代や親子で
参加していただける教室を継続展開する。
②多様なウェルネスプログラムの展開
　幅広い年齢層の方のニーズに沿ったプログラムを展開予定。
③障がい者スポーツ体験会、ニュースポーツ体験会の実施。
　体験会等を実施予定。
➃教室体験会の実施
　各教室の体験会の実施。

　更衣室狭小により密になることがないように、ずらして入退場の
お願いをしている。また障がいをお持ちの方が安心して更衣できる
環境下ではないため、利用時に別の着替えスペースの確保等が
必要である。

志方体育館
　シェイプアップ教室
　10回コースを年４回実施。

　シェイプアップ教室
　10回コースを年４回実施予定。

　参加者の増加に向けて、引き続き広報活動に努めていく。

日岡市民プール

①縁日：3密を防止しながら期間短縮で実施した。
②7施設全体を使ったイベントを行う予定でしたが、入場制限と体
育館の利用不可のため中止。
③開場に向けて、安全性を確保するための補修及びメンテナンス
を実施、7/22無事営業開始。期間中に漏電事故で水質保全が危
ぶまれたが、修繕し再開。

①感染対策で瞬間利用者数の上限を決めて、利用者に安心感を
与える。
②ソーシャルディスタンスの確保。お客様同士の距離をカラーコー
ンなどで開けて頂く。

　新型コロナ感染対策の徹底が必要

志方東公園テニス
　テニス教室
　月10日実施。
　教室生対象に年1回のテニス大会を実施。

　テニス教室
　月10日実施予定。
　教室生対象に年2回のテニス大会を実施予定。

　参加者の増加に向けて、引き続き広報活動に努めていく。

トレーニング室の利用促進 日岡山体育館

①既存登録者に向けた満足度向上のための取り組みとして新規
マシンの導入が完了し、お客様満足度を向上させた。
②新規登録者及びリピーターを増やすための取り組みを行う。広
報のPRを活用し、新規のお客様へのアピールを強化した。

①withコロナに合わせたマシンのレイアウト変更。密着を防止する
ためのマシンの配置に取り組む。
②新規利用者獲得に向けHPなどで情報を発信する。

　コロナ禍における利用制限と感染対策が必要。

トレーニングジムの利用促進 総合体育館
　トレーニング器具の消毒、ジム内の換気、利用者のマスク着用を
徹底し、コロナ禍でも安心安全に利用できる環境づくりを行った。

　引き続きコロナ対策の徹底を図り、コロナ禍で中止していた
InBody体験会、スタジオレッスンの実施を検討する。

　朝のスタジオレッスン再開や、イベント開催により、コロナ禍で減
少した利用者獲得を目指す。

ウェルネスパーク 　感染拡大にともないスタンプカードの実施は見送りとなった。
　マシン入れ替えにより新しい顧客を獲得することができているた
め、利用者が安全にジムを利用できるようにスタッフ教育に力をい
れ、利用促進・利用満足度をあげていく。

　マシン入れ替えにより新しい顧客がふえ、ジムエリア内が混雑す
る時間が増えてきております。お客様へのスムーズご案内が課題
となっている。

スポーツ交流館

①開館時間の延長
　９：30～21：30の営業時間を前後30分延長。９：00～22：00とした。
多様なライフスタイルに貢献した。

②「ラウンドフィットネス🄬」の設置。

上記同様、更衣室内で密にならないようずらした入退場のお願い
や間引き対応をおこなっているが、狭小のため別の着替えスペー
スの確保を検討する。

　更衣室狭小により密になることがないように、ずらして入退場の
お願いをしている。また障がいをお持ちの方が安心して更衣できる
環境下ではないため、利用時に別の着替えスペースの確保等が
必要である。

競技場の個人利用促進 運動公園陸上競技場

　ノー部活デーや、部活動中止により、昨年度と比べ個人利用者
数は増加した。また、アルコール消毒液、サーモカメラを設置し、コ
ロナ対策を徹底したことにより利用者から感染者を出すことなく運
営を行えた。

　引き続きコロナ対策の徹底を図り、感染者が出ない施設運営に
努める。
　合同部活動方式の実現に向け、施設側として協力を行う。

　貸出し後の備品確認を行い、破損した状態のまま使用する事を
防ぐ。

＜再掲＞
総合体育館改修事業

スポーツ・文化課
　障がい者スポーツ活動の拠点となるよう活用については検討し
ていく。

② 学校体育施設等の開放 学校体育施設等の開放 教育総務課

　引き続き、全学校園の体育館などの施設を開放し、地域のス
ポーツ活動の場として活用する。令和3年度は、施設の老朽化対
策として、平岡小学校屋内運動場照明設備改修、平岡中学校屋内
運動場照明改修を実施した。

　引き続き、全学校園の体育館などの施設を開放し、地域のス
ポーツ活動の場として活用する。令和4年度は、施設の老朽化対
策として、神野小、氷丘中床改修、加古川小外11校、加古川中外4
校でリースを活用した照明設備取替を実施予定である。

　学校体育施設のフローリングや照明設備等が老朽化しているた
め、計画的な改修や修繕を進めていく。

③ スポーツ施設に関する情報提供・利用手続きの簡素化 スポーツ施設等予約システム スポーツ・文化課
　スポーツ施設等予約システムによる市内施設の情報提供や予約
等のサービスを提供し、スポーツ施設の利用手続きを簡素化した。

　スポーツ施設等予約システムによる市内施設の情報提供や予約
等のサービスを継続する。

　予約システムにて「すぱーく加古川」の予約yができるよう検討が
必要である。

① スポーツ施設の充実

スポーツ施設等による主催講座、教室

プール及びジムの利用促進
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３　スポーツ環境の充実

Ｂリーグ加古川大会 スポーツ・文化課

ウェルネススポーツ推進事業の一環としてBリーグ加古川大会を
開催し、市内及び市外から多くの観戦者にトップレベルの選手によ
るすばらしいプレーを観戦する機会を提供した。
日時：令和4年3月5日（土）、6日（日）　場所：総合体育館

ウェルネススポーツ推進事業の一環としてBリーグ加古川大会を
開催し、市内及び市外から多くの観戦者にトップレベルの選手によ
るすばらしいプレーを観戦する機会を提供する。
日時：令和5年3月予定　場所：総合体育館

新型コロナウイルス感染症対策を講じて大会を実施する必要があ
る。

Ｖプレミアリーグ女子バレーボール加古川大会 スポーツ・文化課 新型コロナワクチン接種の影響により中止

一流選手による魅力あるスポーツイベントを開催し、市民のスポー
ツへの参加機会の拡大を図るため、女子バレーボールの国内最
高峰であるⅤリーグ女子公式戦を開催する。
日時：令和4年11月予定　場所：総合体育館

新型コロナウイルス感染症対策を講じて大会を実施する必要があ
る。

② 大規模競技大会の誘致
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会
の事前合宿誘致

政策企画課
スポーツ・文化課

　東京2020オリンピック競技大会に向けたツバル陸上競技選手1
名が事前合宿を実施した（期間：令和3年7月9日～令和3年7月21
日）。
　東京2020パラリンピック競技大会に向けたブラジルシッティング
バレーボールチームの事前合宿については、受け入れなし。

　陸上競技場などを活かした大会誘致の検討が必要である。

③ 身近な観戦スポーツの推進 スポーツタウン加古川.ｊｐのＨＰ スポーツ・文化課
　新型コロナウイルス感染症の影響により各種イベントが中止と
なったため掲載なし。

　HPを活用し、市内のスポーツイベントの情報提供を行う。 　ＨＰの効果的な活用の検討が必要である。

指導者研修会の情報提供 スポーツ・文化課
　県体育協会が主催するスポーツ指導者研修会やスポーツ指導
者養成講座について、体育協会、スポーツ推進委員、スポーツクラ
ブ等へ参加の呼びかけを行った。

　県スポーツ協会が主催するスポーツ指導者研修会やスポーツ指
導者養成講座について、体育協会、スポーツ推進委員、スポーツ
クラブ等へ参加の呼びかけを行う。

なし

加古川マラソン大会 スポーツ・文化課 新型コロナワクチン接種の影響により中止
加古川マラソンを支えるボランティアの育成を目的として、給水所・
走路の監察にかかるボランティアの方々に、ＡＥＤを用いた心肺蘇
生法講習を実施する。

大会の安全確保のため、AED講習の継続及び救護体制の強化を
目指す。

加古川カップ綱引大会審判講習会 スポーツ・文化課
　令和３年度については、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、加古川カップ綱引大会の実施がなかったため、講習会ににつ
いても実施なし。

　加古川カップ綱引大会については、市及び市教育委員会共催事
業であり、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた本市の
対応に基づき、実施については主催団体と検討する。

　加古川カップ綱引大会当日の運営にかかる新型コロナウイルス
感染症の対策を講じた内容を講習会において実施する必要があ
る。

② スポーツ指導者の養成・確保
＜再掲＞
加古川市スポーツサポーター養成講座

スポーツ・文化課
　新型コロナウイルス感染症の影響により、ブラジル選手の事前合
宿や各種イベントが中止となり、活動ができなかった。

　新型コロナウイルス感染症の感染状況等を踏まえ、事業実施の
際には、スポーツサポーターへの協力等の依頼を行う予定。

　スポーツサポーターの活用方法等を検討する必要がある。

（２）観戦スポーツの推進

① スポーツ大会の情報提供

（３）スポーツボランティアや指導者の発掘と養成

① スポーツボランティアの養成・確保
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３　スポーツ環境の充実

広報かこがわ情報 広報・行政経営課
　新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた本市の対応に基
づき、実施が決定した事業について、周知に努めた。

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた本市の対応に基
づき、実施が決定した事業について、引き続き周知に努める。

　参加申込につながるような周知に努める。

＜再掲＞
スポーツタウン加古川.ｊｐのＨＰ

スポーツ・文化課
　新型コロナウイルス感染症の影響により各種イベントが中止と
なったため掲載なし。

　HPを活用し、市内のスポーツイベントの情報提供を行う。 　ＨＰの効果的な活用の検討が必要である。

市スポーツイベント情報 スポーツ・文化課

　令和３年度からの機構改革に伴い、加古川市ホームページの
「子育て・教育・文化・スポーツ・生涯学習」のページに市のスポー
ツイベント情報を集約し、情報の一元化を図った。また、「加古川市
の施設」のページから、スポーツ施設のホームページが閲覧でき
るため、大会スケジュールや教室等の情報掲載を各施設へ促進し
た。

　加古川市ホームページの「子育て・教育・文化・スポーツ」のペー
ジや「イベントカレンダー」に最新の市スポーツイベントの状況を掲
載する。また、「加古川市の施設」のページから、スポーツ施設の
ホームページが閲覧できるため、大会スケジュールや教室等の情
報掲載を各施設へ促進する。

　こまめに更新し、常に最新の情報が掲載されている状態を維持し
ていきたい。

スポーツ推進委員だよりのＨＰ掲載 スポーツ・文化課

　令和３年度については、スポーツ推進委員だよりを１回（３月発
行）した。新型コロナウイルス感染症の拡大防止によりイベント等
が自粛になる中、市民が自宅でできるような運動の情報として、ス
ポーツ推進委員が出演した「健康づくりオンライン講座」の内容紹
介等を掲載した。

　スポーツ推進委員だより「HAPPYスポーツ」は、年２回発行予定。
新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら、市民が自宅ででき
るような運動の情報や、イベント情報を掲載する。関係者及び一部
の公共施設への配付だけではなく、市HPへの掲載、またイベント
参加市民への配布により情報提供に努める。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントの中止が相次
いだため、市民への配布が十分にできていなかったので、情報提
供や周知方法について検討する必要がある。

播磨圏域連携中枢都市圏連携事業（８市８町） スポーツ・文化課

　播磨圏域８市８町のスポーツイベント等の情報を、「ひめじスポー
ツコミッションHP」で掲載しているが、新型コロナウイルス感染症の
影響により、イベント等の中止が相次いだため、十分な活用に至ら
なかった。

　播磨圏域８市８町のスポーツイベント等の情報を、「ひめじスポー
ツコミッションＨＰ」を十分に活用して発信するとともに、スポーツ情
勢についても情報共有を行っていく必要がある。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントの中止が相次
いだため、ホームページの活用が十分にできていなかったので、
情報提供や周知方法について検討する必要がある。

スポーツクラブ活動の推進 ＮＰＯ法人加古川総合スポーツクラブ

　ヴィジョン・ミッションを行動指針として、12エリアクラブ、３１活動
クラブにおいて活動している38種目をホームページや募集チラシ
で広報した。しかし「新型コロナウィルス感染症」によりエリアクラブ
主催の交流活動・種目部会主催の交流大会及びオープン大会等
の開催が中止なるとともに開設スポーツ活動休止も相次ぎ会員の
増加には至らなかった。

　ヴィジョン・ミッションを行動指針として、12エリアクラブ、３１活動
クラブにおいて活動している38種目をホームページや募集チラシ
で広報するとともに、「新型コロナウィルス感染症」への感染防止対
策をしながらエリアクラブ主催の交流活動・種目部会主催の交流
大会及びオープン大会等の開催や開設スポーツ活動を通して市
民への認知度の向上に努め、会員の増加並びに障がい者スポー
ツの普及・啓発を図る。

①人材発掘・育成、②活動施設確保・充実、③財源確保（認定
NPO法人取得への取組）、④クラブの魅力づくり（総合型地域ス
ポーツクラブ登録・認証制度への取組）、⑤地域貢献・交流、⑥ス
ポーツ指導者育成（パラスポーツ含）及び中学校部活動への支援

スポーツクラブマネージャー研修会 ＮＰＯ法人加古川総合スポーツクラブ

　運営委員会（毎月開催）→エリアマネジャーが出席し、行事関係
の連絡調整及びクラブ運営諸問題について意見交換を行った（12
回開催）。総合型地域スポーツクラブ拠点（モデル）クラブ設置に向
けた学習会を1/19に開催（19市町が参加）。クラブ種目指導者を対
象にした指導者資格調査実施。

　運営委員会（毎月開催）→エリアマネジャーが出席し、行事関係
の連絡調整及びクラブ運営諸問題について意見交換を行う。・種
目指導者部会の開催（８月）※指導者資格取得の推進。アシスタン
トマネジャー資格取得研修への参加推進。

①指導者養成講座の開設、②エリアクラブ運営役員の新陳代謝促
進

② 地域の課題解決に向けた取組の推進 クラブハウスの利用促進 ＮＰＯ法人加古川総合スポーツクラブ

　スポーツクラブの会議及び活動場所（ボードダーディング、書道）
として利用するとともに、学校（チャレンジクラブ）や地域の団体の
利用を図った。※氷丘エリアクラブハウスを６ヶ月間地域の障害児
（者）支援施設が施設改修時に利用した。

　スポーツクラブの会議及び活動場所（ボードダーディング、書道）
として利用するとともに、学校（チャレンジクラブ）や地域の団体の
利用を促進する。

①老朽化に伴う修理補修

③ 運動部活動への協力体制の拡充 準備委員会等の開催
スポーツ・文化課
学校教育課

　加古川市中学校部活動外部技術指導者数－33名
　外部技術指導者は、派遣校での部活動指導とあわせて、全市的
な部活動顧問の指導力向上に向けた指導・助言も行う。
　令和４年度配置予定
　配置校－12校（加古川、中部、浜の宮、両荘、平岡、氷丘、神
吉、山手、志方、平岡南、別府、陵南）
　配置種目及び人数－13種目（野球4名、バレーボール6名、バス
ケットボール4名、ソフトテニス3名、陸上競技2名、柔道2名、剣道3
名、バドミントン4名、ハンドボール1名、生活1名、コーラス1名、演
劇1名、国際交流1名）

　加古川市中学校部活動外部技術指導者数－33名
　外部技術指導者は、派遣校での部活動指導とあわせて、全市的
な部活動顧問の指導力向上に向けた指導・助言も行う。
　令和４年度配置予定
　配置校－12校（加古川、中部、浜の宮、両荘、平岡、氷丘、神
吉、山手、志方、平岡南、別府、陵南）
　配置種目及び人数－未定（R４年度の申請締め切り4/27のため）

　教職員の人事異動等により、部活動において、専門的な指導を
することができる教師が不足しており、中学校の部活動支援に対
するニーズが高まっている。
  また、平成29年３月14日に学校教育法施行規則の一部が改正さ
れ、部活動指導員が顧問となることが可能となった。加えて、令和
3年2月17日付け文科省通知「『学校の働き方改革を踏まえた部活
動改革について』を受けた公立学校の教師等の兼職兼業の取扱
い等について」を受けて、本市における部活動についてのあり方を
検討するとともに、外部技術指導者に係る規則の整備など、引き
続き検討していくことが必要である。

（５）総合型地域スポーツクラブの充実

① ＮＰＯ法人加古川総合スポーツクラブの質的な充実

（４）スポーツについての情報発信

① 多角的なスポーツ情報の提供

② スポーツの情報発信方法の工夫
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